
議会を傍聴してみませんか
議会には定例会と臨時会があります。
次の定例会は3月の予定です。

画
さ
れ
て
い
る
。

再
編
の
理
由
と
し
て
は
、

大
規
模
警
察
署
の
高
知
、

高
知
南
、
南
国
で
刑
法
犯

の
発
生
率
が
高
く
、
多
発

す
る
事
件
に
追
わ
れ
、
攻

め
の
捜
査
が
困
難
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
小
規
模
警

察
署
で
は
、
事
件
、
事
故

現
在
、
人
口
の
都
市
集

中
化
や
、
夜
型
社
会
の
進

展
な
ど
か
ら
、
治
安
情
勢

の
悪
化
を
背
景
に
し
て
、

県
内
警
察
署
の
再
編
が
計
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へ
の
対
応
力
の
不
足
や
、

休
日
・
夜
間
の
体
制
が
脆

弱
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

建
築
後
三
十
年
を
超
え
る

庁
舎
が
十
六
署
中
八
署
で

あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
現

行
の
十
六
署
体
制
を
一
増

五
減
の
十
二
署
体
制
に
再

編
す
る
計
画
案
で
あ
る
。

計
画
案
の
中
で
香
美
警
察

署
は
平
成
二
十
八
年
ご
ろ

に
香
南
署
・
南
国
署
と
統

合
さ
れ
新
南
国
署
と
な
り
、

今
の
香
美
署
は
分
庁
舎
に

な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

十
月
の
臨
時
議
会
で
建

設
構
想
が
議
決
さ
れ
、
そ

の
後
、
順
調
に
事
務
作
業

が
進
ん
で
い
る
。

難
視
聴
地
域
で
の
テ
レ

ビ
放
送
受
信
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

や
自
主
共
聴
組
合
の
施
設

整
備
に
よ
っ
て
視
聴
し
て

い
る
。
し
か
し
、
二
十
三

年
七
月
の
デ
ジ
タ
ル
方
式

切
り
替
え
に
よ
り
視
聴
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

こ
う
し
た
事
態
へ
の
対

応
と
し
て
、
現
在
の
受
信

点
に
お
け
る
電
界
強
度
と

設
備
の
老
朽
度
に
関
す
る

調
査
を
行
う
た
め
、
関
係

者
を
対
象
に
説
明
会
を
実

施
し
、
十
六
施
設
の
参
加

が
あ
っ
た
。

調
査
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
補
助
制
度
が
無
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
最

近
に
な
り
県
当
局
に
よ
っ

て
何
ら
か
の
支
援
策
が
検

討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情

報
が
あ
り
、
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
適
切
に
対

処
し
て
い
く
。

十
一
月
末
に
は
、
基
本

設
計
委
託
業
者
選
定
の
中

心
と
な
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
。
審
査
委
員
会
で
の
協

議
の
結
果
、
今
回
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
は
指
名
型
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
十

九
年
末
ま
で
に
業
者
を
指

名
し
、
二
十
年
二
月
末
に

提
案
書
を
受
け
、
三
月
末

に
は
委
託
業
者
を
確
定
す

る
計
画
で
あ
る
。

ま
た
、
職
員
チ
ー
ム
も

チ
ー
ム
ご
と
に
課
題
を
研

究
し
て
お
り
、
二
十
年
四

月
の
基
本
設
計
開
始
時
ま

で
に
は
、
設
計
に
必
要
な

事
案
を
整
理
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

香美警察署

市
長
よ
り
議
会
へ

諸
般
の
報
告

地

デ

ジ

対

策

警

察

署

の

再

編

計

画

案

新

庁

舎

建

設

12月定例会
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高知県農産物安全検査センター

物部ストックヤード

建

設

予

定

の

特
養
老
人
ホ
ー
ム

物
部
町
に
建
設
予
定
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
十
九
年
六
月

に
「
建
築
物
の
安
全
性
の

確
保
を
図
る
た
め
の
建
築

基
準
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
建
築
確

認
の
計
画
変
更
が
発
生
し
、

十
九
年
度
中
の
竣
工
が
不

可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
厚
生
労
働
省
・
財
務
局

に
理
解
を
求
め
、
交
付
金

の
平
成
二
十
年
度
へ
の
繰

り
越
し
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
事
業
経
営
の
観

点
か
ら
、
事
業
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
施
設
を
三

階
建
て
に
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
行
政
と
事
業

者
で
検
討
し
て
い
る
。

今
後
の
予
定
は
、
十
九

年
十
二
月
中
に
財
務
局
か

ら
繰
り
越
し
に
つ
い
て
の

決
定
が
あ
り
、
繰
り
越
し

が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、

物
部
地
区
区
長
会
へ
説
明

後
、
一
月
初
旬
に
建
築
確

認
申
請
を
提
出
し
、
三
月

中
旬
に
確
認
済
み
証
の
交

付
を
受
け
、
三
月
下
旬
着

工
、
二
十
年
十
月
初
旬
竣

工
の
予
定
で
あ
る
。

輸
入
野
菜
の
残
留
農
薬

問
題
や
、
食
品
の
偽
装
、

賞
味
期
限
の
改
ざ
ん
な
ど

食
の
「
安
全
・
安
心
」
に

関
す
る
問
題
が
多
発
し
て

い
る
中
、
農
産
物
出
荷
に

際
し
て
生
産
者
の
更
な
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
検
査
セ
ン
タ
ー
の

活
用
や
高
品
質
・
安
全
安

心
の
生
産
を
推
進
し
、
安

全
性
の
ア
ピ
ー
ル
を
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

生
産
面
に
お
い
て
は
、

台
風
上
陸
も
少
な
く
、
大

き
な
被
害
は
出
て
い
な
い

が
、
天
候
不
順
に
よ
る
日

照
不
足
に
よ
り
、
早
期
米

は
や
や
不
良
で
作
況
指
数

は
九
十
六
の
見
込
み
で
あ

る
。
園
芸
作
物
は
、
暖
冬
、

空
梅
雨
、
猛
暑
、
残
暑
に

よ
り
単
価
の
伸
び
が
悪
く
、

価
格
低
迷
が
続
い
た
。
ま

た
、
原
油
価
格
の
高
騰
に

よ
る
関
連
資
材
の
上
昇
が

所
得
確
保
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
情
勢
で
あ
る
。

国
産
材
の
供
給
量
は
、

昭
和
四
十
二
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
を
続
け
て
き
た
が
、

平
成
十
四
年
を
底
に
増
加

傾
向
に
転
じ
、
そ
れ
に
伴

い
自
給
率
も
回
復
し
て
い

る
。
供
給
料
と
と
も
に
自

給
率
も
回
復
し
て
い
る
の

は
、
国
産
材
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
を
示
す
も
の
で
、
着

実
に
需
要
は
高
ま
っ
て
い

る
と
言
え
る
。

一
方
、
価
格
に
つ
い
て

は
、
国
際
的
な
相
場
の
中

で
決
定
さ
れ
、
中
で
も
ス

ギ
材
は
、
国
際
価
格
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
価
格

は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
も
に

小
幅
の
変
動
で
推
移
し
て

い
る
が
、
本
市
の
資
源
供

給
型
林
業
の
目
安
と
な
る

「
物
部
森
林
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
」
へ
の
出
材
量
は
好
調

で
、
目
標
量
を
超
え
る
見

込
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、

本
市
の
施
策
と
し
て
安
定

供
給
の
基
盤
と
な
る
林

道
・
作
業
道
等
を
開
設
し

間
伐
実
施
各
種
事
業
等
で

対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
年
間
不
通
と

な
っ
て
い
た
物
部
町
の
西

熊
別
府
間
の
林
道
は
、
十

九
年
十
月
末
で
災
害
復
旧

工
事
が
完
了
し
、
草
刈
り
、

支
障
木
の
処
理
、
路
面
補

修
等
の
維
持
管
理
を
行
い
、

現
在
、
通
行
可
と
な
っ
て

い
る
。

第
二
十
回
日
本
鍾
乳
洞

サ
ミ
ッ
ト
が
「
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
香
北
」
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は

全
国
八
鍾
乳
洞
か
ら
三
十

八
人
、
本
市
関
係
者
を
含

め
約
百
人
の
参
加
に
よ
り
、

誘
客
対
策
の
発
表
や
意
見

厳

し

い

農

業

国

産

材

の

供
給
量
が
回
復

観

光

事

業

住
民
力
で
活
性
化
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審
査
し
た
議
案

《
専
決
処
分
事
項
の
報
告
》

第
十
六
号

平
成
十
八
年
度

債
務
負
担
行
為
に
か
か
る
黒

土
二
号
団
地
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
建

設
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変

更
す
る
契
約
の
締
結

第
十
七
号

住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
金
に
か
か
る
訴
え
の

提
起

第
十
八
号

平
成
十
八
年
度

債
務
負
担
行
為
に
か
か
る
黒

土
二
号
団
地
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
建

設
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変

更
す
る
契
約
の
締
結

第
十
九
号

損
害
賠
償
の
額

の
決
定
及
び
和
解
（
物
損
分
）

第
二
十
号

硬
式
野
球
ボ
ー

ル
に
よ
る
自
動
車
破
損
事
故

に
か
か
る
賠
償
金
支
払
い

第
二
十
一
号

損
害
賠
償
の

額
の
決
定
及
び
和
解
（
人
身

分
）

《
議
案
》

第
九
十
一
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
一
般
会
計
補
正
予

算
「
第
三
号
」

第
九
十
二
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
「
第
三
号
」

第
九
十
三
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
「
第
三

号
」

第
九
十
四
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
「
第
三
号
」

第
九
十
五
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
「
第
二
号
」

第
九
十
六
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
「
第
二
号
」

（
事
業
勘
定
）

第
九
十
七
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
「
第
二
号
」（
保

険
事
業
勘
定
）

第
九
十
八
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
「
第
一
号
」（
サ

ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

第
九
十
九
号

平
成
十
九
年

度
香
美
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
「
第
二
号
」

第
百
号

香
美
市
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

第
百
一
号

香
美
市
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

第
百
二
号

香
美
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
条
例

の
一
部
改
正

第
百
三
号

香
美
市
立
診
療

所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

（
以
上
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

第
百
四
号

香
美
市
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
の
設
置
等
の

紛
争
予
防
に
関
す
る
条
例
の

制
定
（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

第
百
五
号

香
美
市
道
の
路

線
の
認
定

第
百
六
号

香
美
市
道
の
路

線
の
変
更

第
百
七
号

土
地
の
取
得
に

つ
い
て

（
以
上
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

《
請
願
等
》

第
三
号

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
へ
の
公

平
な
扱
い
を
求
め
る
陳
情

（
全
員
賛
成
に
て
採
択
）

第
四
号

生
活
道
の
工
事
復

旧
と
連
絡
道
（
迂
回
路
）
の

接
続
、
道
路
の
開
設
、
林
道

の
開
設
に
係
わ
る
陳
情
（
継

続
審
査
）

《
発
議
》

第
三
号

香
美
市
長
の
専
決

処
分
事
項
の
指
定
の
一
部
改

正
（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

《
意
見
書
》

第
二
十
号

拡
大
生
産
者
責

任
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）
の
法
整
備
を

求
め
る
意
見
書

第
二
十
一
号

家
族
従
業
者

の
人
権
保
障
の
た
め
所
得
税

法
第
五
十
六
条
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書

（
以
上
全
員
賛
成
に
て
採
択
）

第
二
十
二
号

ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
根
絶
の
抜
本
的
な
対
策

を
求
め
る
意
見
書
（
賛
成
少

数
に
て
不
採
択
）

第
二
十
三
号

地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
実
施
に
関
す
る
意

見
書
（
全
員
賛
成
に
て
採
択
）

第
二
十
四
号

来
年
度
の

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
を

実
施
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
（
賛
成
少
数
に
て
不

採
択
）

第
二
十
五
号

割
賦
販
売
法

の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
意

見
書

第
二
十
六
号

道
路
特
定
財

源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

（
以
上
全
員
賛
成
に
て
採
択
）

第
四
回
臨
時
会
（
十
月
十
六
日
）

《
議
案
》

第
九
十
号

香
美
市
新
庁
舎

建
設
構
想
の
策
定
（
賛
成
多

数
に
て
可
決
）

を
交
換
し
た
。

ま
た
、
県
の
「
花
・

人
・
土
佐
で
あ
い
博
」
の

プ
レ
事
業
と
し
て
、「
塩
の

道
」
日
帰
り
コ
ー
ス
、
べ

ふ
峡
温
泉
で
の
宿
泊
を
入

れ
た
一
泊
二
日
コ
ー
ス
な

ど
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
食

本
年
度
の
地
区
敬
老
会

は
九
十
七
会
場
で
開
始
さ

れ
、
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
千
九
百
三
十
二
人
が

参
加
し
た
。
前
年
度
よ
り

二
十
二
会
場
、
三
百
九
人

増
加
し
た
。

ま
た
、
去
る
十
一
月
十

一
日
に
、
香
北
町
青
少
年

の
家
体
育
館
を
会
場
に
福

祉
体
育
大
会
を
開
催
し
、

十
団
体
、
三
百
五
十
人
の

参
加
に
よ
り
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
た
。
本
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
積
極
的

な
取
り
組
み
も
あ
り
、
参

加
者
は
昨
年
よ
り
七
十
人

増
加
し
た
。

と
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た

『
お
も
て
な
し
事
業
』
を
実

施
し
、
参
加
者
か
ら
一
定

の
評
価
を
得
た
。
今
後
、

さ
ら
に
研
鑽
を
深
め
、
地

域
の
住
民
力
と
共
に
事
業

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

敬

老

会

と

体
育
大
会
を
開
催


